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【基本情報】 

病院名 東京城東病院 開設主体 
独立行政法人 

地域医療機能推進機構 

所在地 東京都江東区亀戸９－１３－１ 

許可 

病床数 

病床種別 
一般 精神 結核・感染 療養 計 

１３０    １３０ 

病床機能 
高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計 

 １３０   １３０ 

稼働 

病床数 

病床種別 
一般 精神 結核・感染 療養 計 

１２４    １２４ 

病床機能 
高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計 

 ８７ ３７  １２４ 

診療科目 

H29.4 現在 

（計１０科） 

内科・循環器内科・呼吸器内科・消化器内科 

外科・消化器外科・肛門外科 

整形外科・放射線科・リハビリテーション科 

附属施設 介護老人保健施設・健康管理センター・居宅介護支援事業所 

常勤職員数 

H29.4 現在 

職種 職員数（人） 

医師 ２２ 

看護職員 １０９ 

医療技術職員 ５４ 

福祉・介護職員 ４７ 

教員 ０ 

技能職員 ７ 

事務職員 ３４ 

合計 ２７３ 
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【１．現状と課題】 

 

①  構想区域の現状 

       

   （出典） 平成28年8月1日東京都福祉保健局「東京都地域医療構想（平成28年7月）」    

          第３章の３ 構想区域別の状況 （７）区東部 より抜粋 

 

 

・地域の人口及び高齢化の推移 

 区東部（墨田区・江東区・江戸川区）における生産年齢人口の推移は、2010年には 

1,387,391人であったが2025年には1,432,511人に増加、その後は減少に転ずるがそれでも 

2040年には1,402,683人と2010年時より増加となっている。ただし、生産年齢人口については 

2010年には946,154人であったものが、2025年の959,907人をピークに減少し、2040年には 

851,992人となる。 

 高齢化率については2010年の19.0％から増加の一途で2025年には21.3％となり、2040年には 

28.9％にまで上昇する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域の医療需要の推移 

入院患者数の推移は年少期は2013年の192人/日をピークに緩やかに減少、生産年齢期は 

2013年1,721人/日で2030年の1,847人/日をピークに減少、65歳以上高齢者は2013年 

4,043人/日から2025年には5,023人/日となりさらに増加し2040年には6,004人/日と推計され

ている。 
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・４機能ごとの医療提供体制の特徴 

 

 高度急性期機能 

・特定機能病院が１施設所在 

・自構想区域完結率は52.8％で、都内隣接区域を含むと84.3％ 

・高度医療が集積する区中央部への流出が多く、流出患者のうち約６割を占める。 

 

 急性期機能 

・自構想区域完結率は66.0％で、都内隣接区域を含めると87.5％と高い。 

・高度急性期機能から引き続き入院している患者も含めて、区中央部への流出が多く、流 

出患者の約５割を占める。 

 

回復期機能 

・自構想区域完結率は64.9％で、都内隣接区域を含めると84.7％ 

・人口10万人当たりの回復期リハビリテーション病床数は、都平均の約７割 

・流出先・流入元は急性期機能と同様の傾向であり、高度急性期機能から引き続き入院し 

ている患者も含めて区中央部への流出が多い。 

 

慢性期機能 

・高齢者人口10万人当たりの医療療養病床数は、都平均の約６割、介護療養病床数は都平 

均の約５割 

・流出先としては、区東北部と千葉県が多い。 

 

・地域の医療受給の特徴 

 

 主要疾患別にみた患者の伸び率と自構想区域完結率は下図表のとおり 
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② 構想区域の課題 

・４機能ごとの流出入について全ての機能において流出の方が多い。 

・特に慢性期では自構想区域完結率は38.0％と低い。また医療資源状況からみて療養病床と回

復期リハ病棟が都内平均に比し少ない。 
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・医師、歯科医師等の従事者数も都平均を下回っている。 

 

・４機能について、病床数の必要量等と病床機能報告との間にギャップがある。 
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③ 自施設の現状 

 

当院の理念と基本方針 

 理念『皆様に信頼される安全な医療の提供に努めます。』 

 基本方針 

  １．患者様の権利と人格を尊重し、患者様中心の医療を実践します 

  ２．チーム医療を推進し、最善の医療を提供します 

  ３．リスク管理と安全な医療を推進し、真実の公表をします 

  ４．医療連携を積極的に推進します 

  ５．地域の皆様の健康管理を通じ、社会への貢献を目指します 

  ６．健全な経営に努め、職員が誇りを持てる職場づくりをします 

 

当院の診療実績 

 

 ●届出入院基本料：10対1入院基本料DPC、地域包括ケア病棟入院料1 

 ●平均在院日数 ：17.7日 

 ●病床稼働率  ：80.8％ 

 ※平均在院日数及び病床稼働率は、平成29年度8月までの平均値 

 

 

 

 

 

 

当院の職員数 

 

                                （単位：人） 

 医師 コメディカル 看護職員 事務職員 その他 合計 

常勤 22 54 106 35 53 270 

非常勤 1.4 0 5.4 0.3 21.4 28.5 

合計 23.4 54 111.4 35.3 74.4 298.5 

   ※非常勤職員は、常勤換算。H29.9月現在 

 

 

当院の特徴 

 ４機能のうち急性期機能を中心としているが、地域包括ケア病棟３７床を有している。 

 地域包括ケアを実践するにあたり、その他、健康管理センター、介護老人保健施設（１００

床）、居宅介護支援事業所、地域包括支援センター（江東区から受託）などの資源を有してい

る。 
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当院の担う政策医療 

  １．５疾病について 

   ・脳卒中 

    診療科を標榜していないため他の医療機関との連携を前提としている。 

 

   ・がん 

    他医療機関との連携も含め担当科にて対応。 

 

   ・急性心筋梗塞 

    他医療機関との連携も含め担当科にて対応。  

 

   ・糖尿病 

     糖尿病教室 

 

   ・精神疾患 

     診療科を標榜していないため他の医療機関との連携を前提としている。 

 

  ２．５事業について 

   ・救急医療   

     二次救急医療機関として積極的に対応している 

   ・災害時における医療 

     東京都の災害拠点連携病院に指定されており、地域の防災活動に積極的に関わって

いる。また、独立行政法人であるため、本部の要請により可能な限り被災地等への

職員派遣を行っている 

   ・へき地の医療 

     本部の要請に応じ新島村へ２年連続医師派遣を行った。 

               H27.12～H28.3 及び H29.1.11～ 1.30 

   ・周産期医療 

     診療科を標榜していないため他の医療機関との連携を前提としている。 

   ・小児救急を含む小児医療 

診療科を標榜していないため他の医療機関との連携を前提としている。 

 

 

他機関との連携 

 地域連携室を設置し、近隣の医療機関との連携（紹介、逆紹介）を緊密に行っている。 

 

 

④ 自施設の課題 

 

 引続き急性期医療への貢献を図りながら新たに機能変更した地域包括ケア病棟において 

回復期及び慢性期の機能への対応を充実させる。 

 また現在以上の病床利用率の維持を図るとともに併設する介護老人保健施設や居宅介護事業

所並びに江東区より受託している地域包括支援センターなどの利用率をさらに高め、医療圏に

おける地域包括ケアの充実に努める。 
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【２．今後の方針】 ※ １．①～④を踏まえた、具体的な方針について記載 

 

①  地域において今後担うべき役割 

 

東京都全体の高齢化率は20.4％であり、区東部はさらに低く19.0％であるが当院の立地す

る城東地域は、臨海地域の開発に伴う若い世代の移動から局地的に高齢化率が高くなってい

ると思われる。 

  このことからも次の②に記した病床機能の維持が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  今後持つべき病床機能 

 

  都内隣接区域を含めた急性期機能の自構想区域完結率は87.5％と比較的高いが、現在の急

性期病棟２単位８７床は地域のニーズから残す必要があり、今後も積極的に救急を受け、安

心安全な医療の提供に努め、高い病床利用率の維持を図っていく。 

  また、地域医療構想に先駆け平成２８年３月に急性期病棟から病床変更した地域包括ケア

病棟３７床についても当院が負っている地域包括ケアの要としての役割から、今後も高い病

床稼働率を維持してまいりたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③  その他見直すべき点 
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【３．具体的な計画】 ※ ２．①～③を踏まえた具体的な計画について記載 

 

① ４機能ごとの病床のあり方について 

 

 ＜今後の方針＞ 

 現在 

（平成28年度病床機能報告） 

 将来 

（2025年度） 

高度急性期    

急性期 ８７床  ８７床 

回復期 ３７床（地域包括ケア病棟） → ３７床（地域包括ケア病棟） 

慢性期    

（合計） （１２４床）  （１２４床） 

 

 

 ＜年次スケジュール＞ 

 取組内容 到達目標 （参考） 

関連施策等 

2017年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019～2020

年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

2021～2023

年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

第

７

次

医

療

計

画 

第７期 

介護保険 

事業計画 

２
年
間
程
度
で 

集
中
的
な
検
討
を
促
進 

第８期 

介護保険 

事業計画 
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② 診療科の見直しについて 

 検討の上、見直さない場合には、記載は不要とする。 

 

 ＜今後の方針＞ 

 現在 

（本プラン策定時点） 

 将来 

（2025年度） 

維持 

 

→ 

 

新設  → 

 

廃止 

 

→  

変更・統合 

 

→ 

 

 

 

③ その他の数値目標について 

 

医療提供に関する項目 

・ 病床稼働率：現行80.8％→目標値90.0% 

・ 手術室稼働率：現行20.0％→目標値25.0％ 

・ 紹介率：現行52.0％→目標値60.0％ 

・ 逆紹介率：現行33.4％→目標値50.0％ 

経営に関する項目＊ 

・ 人件費率：現行72.0％→目標値65％ 

・ 医業収益に占める人材育成にかける費用（職員研修費等）の割合：現行0.1％→0.3％ 

 その他： 

 

                           時点は２０２５年 

 

＊地域医療介護総合確保基金を活用する可能性がある場合には、記載を必須とする。 

 

【４．その他】 

（自由記載） 

 

 

 


